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5
月
20
日
、
萩
市
で
開
催
さ
れ
た
山
口

県
消
防
大
会
に
お
い
て
、
和
木
町
消
防
団

第
1
分
団
分
団
長
天
羽
正
人
さ
ん
（
和
木

地
区
）
が
消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
功

労
章
、
第
2
分
団
分
団
長
岡
田
和
之
さ
ん

（
瀬
田
地
区
）
が
山
口
県
知
事
表
彰
永
年

勤
続
功
労
章
、
第
3
分
団
副
分
団
長
吉
岡

淡
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）
が
山
口
県
消
防

協
会
会
長
表
彰
功
労
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
天
羽
さ
ん
は
29
年
、
岡
田
さ
ん

は
26
年
、
吉
岡
さ
ん
は
18
年
の
永
き
に
わ

た
り
消
防
団
活
動
に
精
励
さ
れ
て
い
ま
す
。

報
告
第
5
号

平
成
17
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

議
案
第
29
号
（
可
決
）

平
成
18
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

3
8
，
6
7
3
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
3
，
7
6
1
，
0
5
3
千
円
と
す
る

も
の

議
案
第
30
号
（
可
決
）

和
木
町
営
集
会
所
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

和
木
町
営
瀬
田
4
丁
目
集
会
所
を
加
え

る
も
の

議
案
第
31
号
（
可
決
）

和
木
町
総
合
福
祉
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
同
意
に
つ
い
て

議
案
第
32
号
（
可
決
）

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
指
定
管
理
者

の
指
定
同
意
に
つ
い
て

請
願
第
1
号
（
継
続
）

和
木
町
議
会
議
員
の
定
数
削
減
に
関
す

る
請
願
書
に
つ
い
て

発
議
第
2
号
（
継
続
）

和
木
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

報
告
第
2
号

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
3
号

和
木
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る

専
決
処
分
に
つ
い
て

報
告
第
4
号

平
成
17
年
度
和
木
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
18
年
第
2
回
和
木
町
議
会
定
例
会
が
6
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
の
9
日
間
で
開
催

さ
れ
、
報
告
4
件
、
議
案
4
件
、
請
願
1
件
、
発
議
1
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
5
日
、
宮
本
澤
視
さ
ん
（
瀬
田
地

区
）
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

古
木
町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
と
て
も
元
気

に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
笑

顔
で
答
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

宮本澤視さん
第3分団副分団長
吉岡 淡さん

第2分団分団長
岡田和之さん

第1分団分団長
天羽正人さん

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

平
成
18
年
第
2
回
和
木
町
議
会
定
例
会

ま
ち
の
話
題

消
防
団
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
る

ま
ち
の
話
題
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協
議
会
の
山
﨑
会
長
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
手
を
取
り
合
い
活
動
し
て
い
く
な

か
で
、
私
た
ち
に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま

す
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
し
っ
か
り
と
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
「
最
近
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
山
口
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
藤

津
忍
所
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
カ
ラ
オ
ケ
や
、
民
踊
、
寸
劇

な
ど
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

昼
か
ら
は
、
福
祉
会
館
で
昼
食
コ
ー
ナ

ー
や
福
祉
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
開
始

前
か
ら
多
く
方
が
並
び
、
開
場
と
同
時
に

掘
り
出
し
も
の
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る
明
る
く
元
気
な
町
づ
く
り

ま
ち
の
話
題

6
月
1
日
付
け
で
、吉
岡
勝
徳
さ
ん（
関

ヶ
浜
地
区
）
が
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
山

口
県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
の
福
祉
に
関

し
て
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を
果
た
す
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」発
足

ま
ち
の
話
題

5
月
30
日
、
文
化
会
館
で
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」

の
発
足
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
昨
年
か
ら
学
校
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
る
P
T
A
会

員
、
地
域
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、
新
た

に
「
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
と
し
て
発

足
し
た
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
会
則
の
制
定
や
、
役
員
の
選

出
の
ほ
か
、
今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
、「
で
き
る
方
が
、
で
き
る
時
に
、

で
き
る
事
」
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
、

学
校
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
子
ど
も
た

6
月
1
日
、
県
史
編
さ
ん
調
査
委
員
と

し
て
、
山
口
県
知
事
か
ら
末
岡
美
胤
さ
ん

（
和
木
地
区
）
が
調
査
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
史
編
さ
ん
は
、
山
口
県
の
現
代
に
至

る
ま
で
の
歴
史
を
顧
み
、
貴
重
な
歴
史
的

資
料
を
県
民
共
有
の
財
源
と
し
て
後
世
に

伝
え
、
県
民
文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

任
期
は
6
月
1
日
か
ら
平
成
20
年
5
月
31

日
ま
で
で
す
。

県
史
編
さ
ん
調
査
委
員
に
末
岡
さ
ん
再
任

ま
ち
の
話
題

6
月
10
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
「
第
9
回
和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者

を
代
表
し
て
和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

主
任
児
童
委
員
に
吉
岡
さ
ん

ま
ち
の
話
題

ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
方
々
が
役
員
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会　

長　

重
本　

正
明

副
会
長　

岡
崎　

弘
夫

副
会
長　

白
井　

邦
正

記　

録　

元
浄　

千
春

記　

録　

中
礒　

和
子

問
合
せ
▼
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事
務
局

（
教
育
委
員
会
内
）（
☎
53
―
3
1
2
3
）

吉岡勝徳さん

末岡未胤さん

スクールガードの皆さん
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皆さんにその現状を知っていただくため、給与等の公表を行います。

給 与 等 の 公 表
⑶その他の手当について

扶養手当 管理職手当 住宅手当 通勤手当（自家用車等の場合）

1．配偶者 13,000円
2．扶養親族（2人まで）

1人当たり　6,000円
3．その他　1人当たり 5,000円
4．特定扶養親族加算

（16歳から22歳まで）5,000円

課長 給料月額10%
課長補佐 8%・7%

持家・月額2,000円
（5年経過までは3,000円）

借家
・ 月額23,000円以下の場合、家

賃から12,000円を控除した額
・ 月額23,000円を超える場合、

家賃から23,000円を控除した
額の1/2に11,000円を加算し
た額（支給額限度額27,000円）

 2km～ 5km未満 3,500円
5km～10km未満 5,000円

10km～15km未満 6,500円
15km～20km未満 8,900円
20km～25km未満 11,300円
25km～30km未満 13,700円
30km以上 16,100円

表7．級別職員数の状況について（平成18年4月1日現在）

区 分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計

標準的な
事務内容

事務・技術
吏 員

事務・技術
吏 員

係 長
事 務 吏 員

課 長 補 佐
係 長

課 長 課 長 課 長

職員数（人） 0 11 28 29 2 5 0 75

構成比（%） 0 14.7 37.3 38.7 2.6 6.7 0 100

泫1.和木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
2.職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。

表8．部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在：単位　人）

区 分
職 員 数

対前年増減数
平成18年 平成17年

一般行政部門

議 会 2 2 0
総 務 企 画 15 16 △1
税 務 6 6 0
民 生 11 14 △3
衛 生 7 8 △1
農 林 水 産 1 1 0
土 木 8 8 0
小 計 50 55 △5

特別行政部門
教 育 21 21 0
小 計 21 21 0

公 営 企 業 等
会 計 部 門

水 道 1 1 0
下 水 道 1 1 0
国 保 1 1 0
介 護 2 2 0
小 計 5 5 0

合 計 76 81 △5
泫教育長を含み、臨時および非常勤職員は除く。
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表1．人件費の状況（一般会計当初予算）

区 分 人 口 歳出額A 人件費B
人件費比率
（B/A）

17年度
H17.4.1現在

6,587人
千円

3,793,260
千円

759,904
20.0%

18年度
H18.4.1現在

6,531人
千円

3,722,380
千円

732,273
19.7%

泫人件費には、特別職（町長、町議会議員、その他各種委員等）
の給与、報酬等を含みます。

表2．職員給与費の状況（一般会計当初予算）

区 分 職員数
給与費

給 料 職員手当 共済費 計

18年度 73人
千円

302,783
千円

160,615
千円

85,203
千円

548,601

表3．特別職等の報酬の状況（平成18年4月1日現在）

区 分 給料月額等 期 末 手 当

町 長 738,150円

（支給月） （支給割合）
 6月期 1.60月分
12月期 1.75期分

計 3.35月分
（職制上の加算措置有）

助 役 611,520円

収入役 567,450円

教育長 567,450円

議 長 275,500円

副議長 227,050円

委員長 209,950円

議 員 205,200円

表4．職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在）

区 分 和木町 国の制度

高校卒 138,400円 138,400円

大学卒 170,200円 170,200円

泫経験年数加算制度有

表5．職員の平均給料月額および平均年齢の状況
 （平成18年4月1日）

区 分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

和木町 341,340円 382,901円 41.6歳

国 347,070円 400,967円 41.0歳

泫平均給与月額は、平均給料月額に管理職手当、扶養手当、通
勤手当、住居手当、時間外手当、特殊勤務手当等を加えたも
のです。
国とは、国家公務員の統計で、平成17年4月1日現在の数値です。

表6．職員手当の支給状況について
 （平成18年4月1日現在）

和木町
（平成18年度支給割合）

国
（平成18年支給割合）

期末手当 勤勉手当
6月期　1.40月分　0.725月分

12月期　1.60月分　0.725月分
計 　3.00月分　1.45 月分

期末手当 勤勉手当
 6月期　1.40月分　0.725月分
12月期　1.60月分　0.725月分

計 　3.00月分　1.45 月分

職制上の加算措置有 職制上の加算措置有

⑵時間外手当について
1．平日の時間外手当（1時間当たりの単価×125/100）

深夜勤務（22時～5時）の場合25/100を加算
2．休日の時間外手当（1時間当たりの単価×135/100）

泫管理職手当が支給される職員に対しては、時間外手当は、

支給されません。

町職員の給与等は、町議会で審議されたうえで決められていますが、

給 与 等 の 公 表
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プールの利用方法、日程について

テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会
の
ご
案
内

第
2
位　

福
永
み
ど
り
・
村
上
由
美
子　

組

女
子
B
級

第
1
位　

井
原
陽
子
・
伊
崎
亜
希
子　

組

第
2
位　

畠
中
恵
子
・
三
牧
悦
子　

組

女
子
C
級

第
1
位　

吉
岡
節
子
・
早
川
久
美
子　

組

第
2
位　

長
崎
貞
子
・
松
田
富
喜
子　

組

　

こ
の
機
会
に
参
加
し
て
、
テ
ニ
ス
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
?

※
公
認
指
導
員
が
丁
寧
に
指
導
致
し
ま
す
。

日　

時
▼
7
月
24
日
㈪
か
ら　

6
回
コ
ー

ス（
毎
週
、月
曜
日
。雨
天
順
延
）

18
時
50
分
集
合　

19
時
〜
21
時

場　

所
▼
和
木
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

受
講
料
▼
2
，
0
0
0
円

定　

員
▼
先
着
20
名

締
切
り
▼
7
月
20
日
㈭

申
込
み
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
に
会
費
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
小
倉
常
雄　

　
　
　
　
　
（
☎
53
―
3
2
5
9
自
宅
）

和
木
町
近
郊
春
季

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日　

時
▼
6
月
4
日

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結　

果　

男
子
A
級
（
敬
称
略
）

第
1
位　

松
田
達
幸
・
川
崎
弥
生　

組

第
2
位

笹
口
浩
基
・
山
村
和
夫　

組

男
子
B
級

第
1
位　

堀
本
慎
二
・
牧
山
健
太　

組

第
2
位　

龍
田
克
彦
・
藤
井
早
苗　

組

男
子
C
級

第
1
位

田
渕
律
典
・
山
田　

要　

組

第
2
位　

白
井
邦
正
・
村
本
義
徳　

組

女
子
A
級

第
1
位　

池
田
素
子
・
米
田
真
佐
子　

組

開 放 日 ▼7月21日㈮～8月29日㈫
利用時間 ▼10時～12時、13時～17時

※8月14日㈪、15日㈫、16日㈬の3日間は利用禁止。

◆幼児プール
注意事項 ▼幼児が利用する場合、その兄弟姉妹（小

学校2年生まで）の同伴入場は可能です。
※ 利用される場合は、必ず幼児、児童本人の保護者

が同伴し、自分の子どもは各自で責任をもって管
理・監督してください。

※ 利用の際は、水泳帽を必ず着用してください。ま
た、ゴーグル、浮き輪は使用できますが、ビーチ
ボールの使用はできません。

◆瀬田・関ヶ浜河川プール
※悪天候の場合、使用を中止する場合があります。

◆中学校プール（一般開放）
事前の申込みは不要ですが、利用の際はプール入り
口で受け付けをしてください。
対象者 ▼小学校3年生～一般
※ 小学生については、保護者同伴が必要です。保護

者同伴でない場合は、入場できませんので、ご注
意ください。

※ 小学生の利用は、必ず児童本人の保護者が同伴し、
一緒に遊泳してください。遊泳できない場合は利
用をお断りします。自分の子どもは、各自で責任
を持って管理監督してください。

※ 利用の際は、水泳帽を必ず着用してください。ま
た、ゴーグル、浮き輪の使用はできますが、ビー
チボールの使用はできません。

◆その他の注意事項
※各プールでの「飛び込み」は一切禁止です。
※ 幼児等で「おむつ」がはずれていない場合は、利

用できません。
※ 利用上の約束事がお守りいただけない場合には、

利用を制限させていただきます。皆さまのご理解
とご協力をお願いします。

※悪天候の場合、利用を中止する場合があります。

問合せ ▼体育センター（☎52－2811）

大
竹
市
近
郊
一
般
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日　

時
▼
6
月
4
日

場　

所
▼
大
竹
市
総
合
体
育
管

結　

果
▼
第
3
位　

和
木
ウ
ィ
ン
グ
ス

地
域
安
全
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

5
月
28
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体

育
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
安
全
交
流
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地

域
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
10
チ
ー
ム
、
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
9
チ
ー
ム
、
約
1
6
0
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
重
本
体
育
協
会
会
長
、

古
木
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
上
灰
場

自
治
会
の
木
村
仁
美
さ
ん
が
選
手
を
代
表

し
、「
町
民
の
親
睦
と
地
域
の
安
全
意
識

を
高
め
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
的
に
、

正
々
堂
々
と
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

関
ヶ
浜
1
・
2
自
治
会

ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

瀬
田
2
地
区
自
治
会

S
P
O
R
T
S
・ス
ポ
ー
ツ
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全
国
的
に
も
高
齢
者
の
外
出
に
よ
り
、

重
傷
を
負
っ
た
り
、
最
悪
の
場
合
命
を
落

と
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
毎
年
の
よ
う
に

発
生
し
て
い
ま
す
!!

・
突
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
転
倒
・
転
落

・
増
水
し
た
河
川
へ
の
転
落

・
飛
ん
で
き
た
物
が
ぶ
つ
か
り
負
傷

以
下
に
あ
げ
る
こ
と
は
台
風
情
報
に
注

意
し
、
台
風
が
来
る
前
に
行
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
船
舶
の
点
検
、
処
置

・
田
ん
ぼ
、
畑
の
点
検

・
屋
根
の
修
理
・
補
強

・
庭
の
植
木
の
処
置
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
あ
る

プ
ラ
ン
タ
ー
等
の
取
り
込
み

　

台
風
、
大
雨
、
強
風
等
に
よ
り
、
自
宅

に
い
て
も
不
安
や
危
険
を
感
じ
た
場
合
、

役
場
か
民
生
委
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
自
主
避
難
所
で
天
候
が
落
ち
着
く
ま

で
避
難
し
て
お
く
の
が
安
心
・
安
全
で
す
。

ご
自
分
で
の
移
動
が
無
理
な
場
合
は
車
で

お
迎
え
に
伺
い
ま
す
。

　

勢
力
の
強
い
台
風
等
が
近
づ
い
て
い
る

場
合
は
早
目
の
避
難
が
肝
心
で
す
!

遠
慮
せ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

役
場
で
も
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

す
が
、
山
、
河
川
、
水
路
、
道
路
、
家
の

近
所
等
で
異
常
を
感
じ
た
場
合
は
、
役
場

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

弥
栄
ダ
ム
の
放
流
時
に
、
小
瀬
川
沿
線

に
あ
る
水
防
サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
河
川
に

近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
町
の
防
災
行
政
無
線
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
食
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
断
水
に
備

え
て
風
呂
の
浴
そ
う
に
水
を
張
る
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
、
冷
蔵
庫
に

保
管
し
て
お
く
な
ど
し
て
水
の
確
保
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
停
電
が
長
く
続
く
と
冷
蔵
庫
の
温
度
が

上
が
り
始
め
ま
す
。
冷
凍
庫
で
あ
ら
か

じ
め
牛
乳
パ
ッ
ク
等
に
氷
を
つ
く
っ
て

お
き
、
停
電
し
た
ら
冷
蔵
庫
に
入
れ
、

温
度
上
昇
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
の
充
電
は
事
前
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

台
風
、大
雨
シ
ー
ズ
ン
到
来
!!

　

今
年
も
台
風
・
大
雨
が
発
生
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
台
風
14
号
に
よ
る
旧
岩
国
市
、
旧
美
川
町
の
洪
水
に

よ
る
甚
大
な
被
害
、
山
陽
自
動
車
道
の
崩
落
事
故
は
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
災
害
の
猛
威
は
人

智
を
越
え
る
も
の
が
あ
り
、
楽
観
す
る
と
大
変
な
被
害
を
受
け
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
、

台
風
、
大
雨
襲
来
時
に
は
、
気
を
引
き
締
め
た
行
動
を
！！

台
風
、
大
雨
時
の
外
出
は

絶
対
し
な
い
!!

不
安
や
危
険
を
感
じ
た
ら
役
場
、

民
生
委
員
ま
で
ご
連
絡
を
!!

異
常
に
気
づ
い
た
場
合
は

役
場
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

放
流
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

台
風
に
備
え
て
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和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

（
吉
田
浅
美
会
長
）
で
は
、
各
単
位
子
ど

も
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
、
6
年
生
を
対
象
に
リ
ー
ダ
ー
の
心
構

え
や
料
理
教
室
、
バ
ル
ー
ン
創
作
等
の
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
向
田
登
美
子
会
長
）
の
指
導
を
受

け
て
、
食
材
の
切
り
方
、
炒
め
方
な
ど
を

教
わ
り
、
4
品
の
料
理
に
挑
戦
。
ま
た
バ

ル
ー
ン
創
作
で
は
、
町
子
連
の
吉
田
会
長

が
講
師
を
務
め
、
バ
ル
ー
ン
創
作
の
楽
し

さ
や
技
術
を
指
導
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
創
意
工
夫
を
加
え
な
が
ら
作
品

を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
の
成

果
を
各
家
庭
や
単
位
子
ど
も
会
で
発
揮
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
子
連
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

み
んな
の笑
顔で地域イキイキ！ “

じ

ぶ
ん”
輝く生涯

学
習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算341号

わき あい愛
6
月
11
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
婦
人

会
（
西
田
敏
子
会
長
）
主
催
の
「
ふ
れ
あ

婦
人
会「
ふ
れ
あ
い
親
睦
会
」

い
親
睦
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
河
村
三
恵
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
楽
し
み
な
が

ら
で
き
る
身
体
運
動
や
ゲ
ー
ム
、
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

西
田
会
長
は
「
会
員
の
親
睦
を
深
め
婦

人
会
組
織
や
活
動
の
充
実
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
、
日
本
赤
十
字

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
救
援
募
金
の
呼
び
か

け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
、
古
木
町
長
が
、

日
頃
の
婦
人
会
の
活
動
に
感
謝
す
る
と
共

に
、「
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
健
康

で
明
る
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し

6
月
6
日
、
文
化
会
館
で
、
第
1
回
社

会
教
育
委
員
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、河
村
教
育
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

教
育
基
本
法
の
方
向
性
や
家
庭
教
育
の
必

要
性
、子
ど
も
の
安
全
確
保
に
向
け
て「
わ

き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
に
よ
る
取
り
組
み

等
緊
急
の
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
話
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
主
管
か
ら
今
年

度
の
運
営
方
針
や
行
事
予
定
に
つ
い
て
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
度
役

員
お
よ
び
委
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

議　

長　
　

岡
本　

勝
之

副
議
長　
　

藤
本　
　

巌

代
議
員　
　

西
田　

敏
子

委　

員　
　

栗
森　

直
美

　
　

〃　
　

中
村　

充
子

　
　

〃　
　

濱
崎　

次
朗

　
　

〃　
　

藤
邉　

健
次

　
　

〃　
　

岡　
　

美
江

　
　

〃　
　

石
角　

仁
士

　
　

〃　
　

白
井　

邦
正

　
　

〃　
　

元
浄　

公
昭

　
　

〃　
　

吉
田　

浅
美

　
　

〃　
　

重
本　

正
明

　
　

〃　
　

上
岡　

宗
三

　
　

〃　
　

細
田　

雅
宏

第
1
回
社
会
教
育
委
員
会
議
、

地
域
教
育
力
活
性
化
協
議
会

ょ
う
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

約
1
1
0
名
の
参
加
者
は
、
河
村
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
、
笑
顔
で
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

吉田会長によりバルーン創作の指導を受ける子どもたち
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図書
館行
事案内＆新着CD・図書

あな
たの
読み
たい本

・聴きた
いCDがきっと見つかります。お気軽においで下さい。
新着CD： ☆　印
新着図書：『　　』

図書館ホームページアドレス　http://www.waki-toshokan.jp/

7月の休館日　3日㈪・10日㈪・17日㈷・24日㈪・31日㈪

図 書 館 か ら の お 知 ら せ

〈CD〉
☆bless you/松田聖子

☆thank you/monkeymajik

☆A GiRL IN SUMMER/松任谷由実

☆元気ですか/中島みゆき

☆シングルコレクション/TM Revolution

☆ULTRA BLUE/宇多田ヒカル

〈一般書〉
『受命　ＣＡＬＬＩＮＧ』 帚木蓬生著

『美しき日本の面影』 さだまさし著

『乱鴉の島』 有栖川有栖著

『瓦礫の矜持』 五條瑛著

『さざなみ情話』 乙川優三郎著

『ブラッドタイプ』 松岡圭祐著

『人生の旅をいく』 よしもとばなな著

『エンデュミオン・スプリング』 マシュー・スケルトン著／大久

保寛訳

『どちらでもいい』 アゴタ・クリストフ著／堀茂樹訳

〈児童書・絵本〉
『ウィンクルさんとかもめ』 エリザベス･ローズ文／ジェラルド

･ローズ絵／ふしみみさを訳

『うわさのがっこう』 きたやまようこ作

『エアボーン』 ケネスオッペル著

『そらまめくんのぼくのいちにち』 なかやみわ著

『いたずらニャーオ』 アン・ホワイトヘッド・ナグダ作／高畠リ

サ訳／井川ゆり子絵

『貝の子プチキュー』 茨木のり子文／山内ふじ江絵

課題図書の貸出をはじめます!
◎貸出中の資料は予約できます。

◎ 予約がたくさん入っている本は、夏休み中に借り

ることができない場合もあるので注意してくださ

い。予約した本が返ってきたら電話連絡しますが、

連絡がとれない場合は次の人に。

　 夏休みに入ったとたん…課題図書・指定図書

コーナーの棚はガラガラになります。お早めにど

うぞ！

絵本の読みきかせ
日　時

▲

7月15日㈯

　　　　10時30分～11時

　　　　おはなし会サークル「ゆびとま」

　　　　15時～15時30分

　　　　おはなし会「ぴのきお」

対象者

▲

幼児・小学生

場　所

▲

図書館絵本のコーナー

問合せ

▲

図書館（☎54－0222）
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す
。
例
え
ば
、「
健
康
状
態
を
数
値
な
ど
、

客
観
的
に
知
り
た
い
。」「
食
事
に
注
意
し

た
か
ら
、
昨
年
の
結
果
と
比
較
し
て
効
果

を
み
た
い
。」「
か
か
り
つ
け
の
医
師
か
ら

す
す
め
ら
れ
た
か
ら
。」
な
ど
、
様
々
で

す
。
た
だ
し
、
か
か
り
つ
け
医
で
定
期
的

に
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
被
爆
量
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
同

様
の
検
査
は
健
診
で
は
受
け
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
の
健
診
を
日
々
の
健
康
づ
く

り
に
い
か
す
た
め
に
、
健
診
を
上
手
に
受

け
る
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
整
理
し
て
み
ま

す
。

①
1
年
に
1
回
必
ず
受
け
る

　

病
気
の
進
行
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
、

年
に
1
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
一

部
の
が
ん
検
診
に
は
、
2
年
に
1
回
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。）

②
検
査
の
内
容
を
把
握
す
る

　

ど
ん
な
検
査
を
受
け
、
ど
ん
な
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
基
本
で
す
。

③
再
検
査
は
必
ず
受
け
る

　

再
検
査
に
な
っ
た
ら
、
原
因
は
何
か
を

は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
の
後
の
対
応
を
と
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

④
結
果
を
保
存
し
て
お
く

　

健
康
状
態
の
変
化
を
知
る
た
め
に
、
検

査
デ
ー
タ
は
大
切
な
資
料
に
な
り
ま
す
。

⑤
か
か
り
つ
け
医
に
報
告
を

　

健
診
結
果
を
知
っ
て
お
い
て
も
ら
う

と
、
今
後
の
診
察
時
健
康
づ
く
り
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で
き

ま
す
。

健
診
を
受
け
た
あ
と
は
、
今
後
1
年
間

を
ど
う
過
ご
す
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
年
後
の
生
活
が
「
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
、
満
足
の
い
く
状
態
」
に
す
る
た
め

に
、
ど
の
程
度
の
健
康
状
態
な
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

健
診
結
果
が
す
べ
て
正
常
だ
っ
た
方

は
、
生
活
の
中
で
「
何
が
」
よ
か
っ
た
の

か
見
つ
け
て
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
親
か
ら
授
か
っ
た
体
質
が
よ
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
い

体
質
を
維
持
し
て
き
た
ポ
イ
ン
ト
が
必
ず

あ
り
、
そ
れ
を
1
年
間
の
健
康
目
標
に
す

れ
ば
い
い
の
で
す
。
何
ら
か
の
異
常
が
あ

っ
た
方
は
、「
何
か
心
身
に
負
担
を
か
け

て
い
る
こ
と
」
は
な
い
か
探
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
食
べ
過
ぎ
な
ど
「
過
剰
」
が
原
因

の
場
合
も
あ
り
、
運
動
習
慣
が
な
い
な
ど

「
不
足
」
が
原
因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

あ
れ
も
こ
れ
も
と
、
た
く
さ
ん
原
因
を
探

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
善
で
き
る
自

信
が
高
い
も
の
だ
け
を
、
1
年
間
の
目
標

に
し
ま
す
。
例
え
ば
、
胃
腸
に
負
担
を
か

け
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
噛
ん
で
時
間

を
か
け
て
食
べ
る
な
ど
、
特
別
な
準
備
が

い
ら
な
い
目
標
が
ま
ず
は
適
当
で
す
。
身

に
つ
く
ま
で
は
、
時
間
を
測
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

健
診
結
果
が
こ
れ
ま
で
の
も
の
よ
り
悪

か
っ
た
ら
、
急
に
不
安
に
な
る
も
の
で
す

が
、「
自
分
の
か
ら
だ
の
弱
み
」
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
え
ば
、
こ
れ
は
ひ
と

つ
の
好
機
で
す
。健
診
を
受
け
た
こ
と
を
、

1
年
後
ま
で
大
病
を
防
ぐ
た
め
の
チ
ャ
ン

ス
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
の
輪
づ
く
り
運
動

「
蜂
ヶ
峯
交
流
会
」

6
月
1
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
で
、

母
子
保
健
推
進
協
議
会
（
播
岡
智
子

会
長
）
が
主
催
す
る
「
蜂
ヶ
峯
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
、
親
子
20
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

ミ
ニ
S
L
に
乗
り
、
緑
と
満
開
の

バ
ラ
に
包
ま
れ
た
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

を
一
周
し
た
後
、
木
陰
に
包
ま
れ
た

バ
ン
ガ
ロ
ー
に
て
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
母
子
保

健
推
進
員
が
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
中
心
に
、

手
遊
び
・
歌
遊
び
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
を
披
露
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、

子
育
て
中
の
仲
間
同
士
の
交
流
・
親

睦
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

4
月
下
旬
に
実
施
し
た
総
合
健
診
の
結

果
を
、
5
月
末
の
健
診
結
果
説
明
会
や
6

月
の
家
庭
訪
問
で
、
説
明
し
な
が
ら
お
渡

し
し
ま
し
た
。（
結
果
説
明
会
を
欠
席
さ

れ
た
中
で
一
部
、
ま
っ
た
く
異
常
が
な
い

方
と
現
在
治
療
中
で
健
診
で
も
特
別
の
変

化
が
な
い
方
は
、
お
届
け
の
み
に
し
た
場

合
も
あ
り
ま
す
。）

　

健
診
結
果
そ
の
も
の
が
十
人
十
色
で
あ

る
よ
う
に
、
結
果
の
受
け
止
め
方
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
。特
に
が
ん
検
診
の
結
果
が「
再

検
査
」
に
な
っ
た
場
合
、
今
後
必
要
な
検

査
や
ど
の
よ
う
な
結
果
が
想
定
さ
れ
る
の

か
な
ど
、
そ
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
は
と
て

も
大
き
い
の
は
言
う
に
及
ば
ず
で
す
。

と
こ
ろ
で
健
診
の
目
的
は
何
で
し
ょ

う
か
。「
私
は
○
○
の
た
め
に
、
健
診
を

受
け
る
。」
と
い
う
○
○
の
部
分
も
、
実

は
ひ
と
り
ひ
と
り
微
妙
に
ち
が
う
も
の
で

健
診
を
受
け
た
あ
と
で

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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元気アップ教室のお知らせ

健 康 カ レ ン ダ ー（7月16日～8月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所
7月18日㈫ キッズきっちん① 小学校3･4年生 13：30～16：30 保 セ

20日㈭
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00

保 セ
育児相談 乳幼児とその保護者の方 13：30～14：30

21日㈮ ハロー 60!健康ふれあい塾 概ね60～64歳の男性  9：00～16：00 保 セ
24日㈪ 健康相談 一般の方  9：30～10：00 体育センター
25日㈫ 健康相談（糖尿病） 健診で血糖が高めの方  9：00～11：30 保 セ

27日㈭
両親教室 妊婦とその家族  9：30～11：30

保 セ
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00

8月2日㈬ キッズきっちん② 小学校3･4年生  9：30～13：00 保 セ
3日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00 保 セ
4日㈮ ハロー 60!健康ふれあい塾 概ね60～64歳の男性  9：00～16：00 保 セ
7日㈪ 健康相談 一般の方 10：00～10：30 関ヶ浜分館
8日㈫ 健康相談（骨粗鬆症） 健診で骨密度が低めの方  9：00～11：30 保 セ
9日㈬ 健康相談 一般の方  9：30～10：00 体育センター

10日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00 保 セ
保セ・・・保健相談センター

運動が好きな人も嫌いな人も、誰でも参加できま
す。ストレス解消にも最適!
日　時 ▼7月14日㈮ 10時～11時30分
場　所 ▼保健相談センター
内　容 ▼『初めてのエアロビクス』
準　備 ▼動きやすい服装・室内シューズ・タオル・

バスタオル・お茶
申込み ▼7月7日㈮までに保健相談センターへ
 （☎52－7290）
※先着15名で締め切ります。

とても簡単で作りやすく、みそとマヨネーズを合わせた
タレがとてもおいしいです。 （食推1班　清水 昌子）

さわら .......................70g×6
塩コショウ ....................少々
たまねぎ ......................150g
えのき茸 ......................100g

にんじん ........................30g

Ⓒ みそ 大さじ1+1/2
　 マヨネーズ 大さじ3
アルミホイル .........20cm×6

さわらの包み焼きさわらの包み焼き （材料6人分）

①下準備
さわら… 塩・こしょうで下味を

つけておく。

たまねぎ… 薄切りに切っておく。

えのき… 石づきを除き、3cm程
度に切り、ほぐす。

にんじん… 3cm程度の長さの
せん切りに切る。

Ⓒ…ボウルに入れ、よく混ぜ合
わせておく。切ったえのきと
にんじんを加え、混ぜる。

食推さんのおすすめメニュー

●作り方

子育ての輪づくり運動
「こぐまちゃんのみずあそび」のお知らせ

絵本「こぐまちゃんのみずあそび」のように、み
んなで水遊びをして暑い夏を楽しく乗りきりまし
ょう。ご参加お待ちしています！
日 時 ▼8月3日㈭　9時45分～10時 受付
 10時～10時15分 オリエンテーション
 10時15分～11時 水遊び
場 所 ▼保健相談センター
対象者 ▼乳幼児とその保護者
内　容 ▼絵本「こぐまちゃんのみずあそび」の読

み聞かせの後、みんなで水遊びをします!
参加費 ▼子どもひとり100円
申込み ▼7月27日㈭までに保健相談センター
 （☎52－7290）へお申込みください。
 ※先着20組になり次第締め切ります。
備　考 ▼水着またはぬれても良い服装等でご参加

ください。また、バスタオルや着替え、
水遊びのおもちゃ等は各自でご準備くだ
さい。駐車スペースに限りがありますの
で、お近くの方はなるべく徒歩等でお越
しください。

主　催 ▼和木町母子保健推進協議会

②アルミホイルに包み焼く
オーブンは200℃にあたためておく。アルミホイル
に、たまねぎをしく。さわらをのせ、Ⓒをかける。包ん
で、オーブンで20分程度焼く。

（ ）みそ（ ）みそ ............（ ） ............大さじ1+1/2（ ）大さじ1+1/2
マヨネーズ（ ）マヨネーズ ..........（ ） ..........大さじ3（ ）大さじ3

塩 こしょう

マヨネーズ みそ
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大
竹
・
和
木 

川
ま
つ
り 

大
竹
・
和
木 

川
ま
つ
り 

花
火
大
会

午
後
8
時
10
分
よ
り

大
竹
観
光
協
会

荒
天
時
・
河
川
増
水
等
の
場
合

7
月
25
日
・
26
日
に
順
延
 

○
花
火
打
ち
上
げ
中
に
灯
ろ
う
流
し
を
行
い
ま
す
。

（
3
日
と
も
開
催
で
き
な
い
場
合
は
中
止
）

 

�小
瀬
川
大
和
橋
下
流

7
24

車両通行禁止時間帯は、車の出入は
できませんので、ご了承ください。
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七夕まつり
（浴衣まつり）
日　時 ▼

7月7日㈮ 19時～21時
場　所 ▼

蜂ヶ峯総合公園
『はっちの家』周辺
内　容 ▼

夜市（ヨーヨーすくい・金魚
すくい）、おばけ屋敷
※ 浴衣・甚平で来られた

方に限り、粗品を進呈！！

夏の
ビアパーティー開催！
日　時 ▼

7月28日㈮ 19時～21時
場　所 ▼

蜂ヶ峯総合公園
『はっちの家』前売チケット制
※ 詳細については商工会

までお問合せください。
問合せ ▼

商工会
（☎52－2066）

尺八・琴演奏会
日　時 ▼
7月30日㈰
13時30分開演
場　所 ▼

和木町文化会館
主　催 ▼

和木町尺八講座
共催 ▼

和木町文化協会
問合せ ▼

文化協会事務局　　　
（☎52－2191）

日　時 ▼

7月14日㈮ 9時～
場　所 ▼

コミュニティーセンター前
内　容 ▼

新鮮な野菜の販売です。
皆さんのお越しをお待ちし
ておりますのでどうぞご利
用ください。
問合せ ▼

住民サービス課
（☎52－2135内線205）

和木町生活改善実行グループ朝市

12



国民健康保険料の決まり方
皆さんの国保料は、次の計算式をもとに決まります。
所得割額 ▼加入者の所得に応じて計算されます。
均等割額 ▼加入者1人につき30,000円。（介護分は11,000円）
平等割額 ▼1世帯当たり25,000円。（介護分は6,200円）
また、40歳から64歳の方は、介護分の保険料も合わせて賦課されるので、国保料
は年齢に応じて次のようになります。

40歳未満の方

国民健康保険料=医療分
※介護分の負担はありません。

40歳から64歳の方
介護保険の第2号被保険者介護保険の第2号被保険者

国民健康保険料
=医療分+介護分（合わせて納付）
※ 同じ世帯で40歳から64歳以外

の方は介護分の負担はありま
せん。

年度の途中で40歳になるとき
　介護保険に加入する資格がで
きる40歳の誕生日の月（誕生日
が1日の方はその前月）から介護
分を納めます。
　また、月割りで計算した介護
分と医療分を合わせた新しい保
険料額を、改めて納付書でお知
らせします。

65歳以上の方
介護保険の第1号被保険者介護保険の第1号被保険者

医療分=国民健康保険料
介護分=介護保険料
※介護保険料は、老齢（退職）年金
等が年額18万円（月額15,000円）
以上の方は年金から天引きされ、
それ以外の方は別に納付書で納
めます。

年度の途中で65歳になるとき
　介護保険の第1号被保険者にな
る65歳の誕生日の次の月（誕生
日が1日の方はその月）から、介
護保険料の納付方法が変わりま
す。第2号被保険者としての介護
分の保険料は1年間で按分して計
算していますので、二重払いに
はなりません。

※国保加入の届出が遅れても、資格を得た月までさかのぼって納めることになりますので ､ ご注意ください。

医
療
分

所得割　総所得金額－ 33 万円（　　　　　）円×料率（　　7.7　　）%=① 円

均等割　一人当たり（ 30,000 ）円×世帯の加入数（ ）人 =② 円

平等割　一世帯当たり　③ 25,000 円
①+②+③=医療分　

介
護
分

所得割　総所得金額－ 33 万円（　　　　　）円×料率（　　2.0　　）%=① 円

均等割　一人当たり（ 11,000 ）円×世帯の加入数（ ）人 =② 円

平等割　一世帯当たり　③ 6,200 円
①+②+③=介護分　　

医療分 介護分 年間保険料額
円円円 + =

※保険料の上限額（賦課限度額）は医療分53万円、介護分9万円です。
　（介護分の上限額が8万円から9万円に引き上げられました。）

知って
おこう!

保険料を納めるのは世帯主
　世帯内に国保の加入者がいれ
ば、世帯主が国保の加入者であ
るなしにかかわらず、保険料を
納めるのは世帯主です。（保険料
が賦課されるのは加入者分のみ
です。）
　ただし、届出により条件を満
たせば、国保制度上の世帯主を
変更できます。
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山口県では、深刻な問題となっている地球温暖化の解決のために「地球温暖化対策地域推進計画」に基づき、
9月30日まで「夏のエコスタイル・エコドライブキャンペーン」に取り組みます。
取組内容
■エコスタイル

●冷房時の設定温度を28℃にしよう

●軽装で過ごしやすい服装（クールビズ）にしよう
■エコドライブ

●出かける前に計画・準備をしよう

●タイヤの空気圧を定期的に点検しよう

●優しいアクセル操作で円滑発進しよう

●急加速、急ブレーキをせず、安全運転しよう 

●駐停車時はアイドリングストップしよう（エンジンを切る習慣をつけよう）
●控えめエアコンにしよう（車内を冷やし過ぎないようにしよう）      

問合せ ▼山口県環境生活部環境政策課地域環境創造班（☎083-933-2690）

無駄づかいを止めましょう
●10回急発進：ガソリン170㏄の無駄
●10回急加速：ガソリン110㏄の無駄
●10分間アイドリング：ガソリン130㏄の無駄

一世帯当たりの効果 〈CO2の削減 節約金額〉
●適切な冷暖房 ............... 31kg 約2,000円/年
●蛇口はこまめに ............ 65kg 約4,000円/年
●コンセントを抜く ........ 87kg 約6,000円/年

夏のエコスタイル・エコドライブキャンペーン

公的年金等控除の見直しに伴い、国民健康保険料の負担が増加する高齢者に配慮するため、
次の措置が講じられます。
　平成17年1月1日現在65歳以上であった方は、国民健康保険料所得割額の算定基礎から平成18年度は13万
円、平成19年度は7万円が控除されます。
○経過措置期間中の保険料所得割算定方法（年金収入のみの場合）

年金収入  － 公的年金等控除  － 公的年金等特別控除  － 基礎控除33万円  ＝ 算定基礎
 （18年度13万円・19年度7万円）

○経過措置期間中の軽減判定所得算定方法（年金収入のみの場合）
年金収入  － 公的年金等控除  － 特別控除（15万円） － 公的年金等特別控除  ＝ 軽減判定所得

（18年度13万円・19年度7万円）

保険料の軽減
世帯の前年中の合計所得金額が下記の基準額を超えない場合、均等割、平等割の金額が軽減されます。
軽減割合 軽 減 対 象 世 帯

7割 33万円以下の世帯
5割 33万円+（24万5千円×世帯主以外の被保険者数）以下の世帯
2割 33万円+（35万円×世帯に属する被保険者数）以下の世帯

※ 軽減判定所得は、4月1日現在の国保加入者全員の総所得金額です。ただし、擬制世帯主（世帯主が他の社会保
険等）の所得を含めます。

泫低所得者の世帯であっても、世帯全員の所得の申告がないと軽減措置はできませんのでご注意ください。
2割軽減については、申請期限（8月21日）までに申請書を提出しないと軽減を受けることができません。期限
までに必ず申請してください。
問合せ ▼税務課（☎52－2135内線213）
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各

種

相

談

行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
7
月
20
日
㈭

場　

所
▼
町
民
相
談
室（

☎
52

－

1
6
1
6
）

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

不
妊
専
門
相
談
会
の
お
知
ら
せ

日　

時
▼
7
月
27
日
㈭
16
時
〜
19
時

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談

室
（
岩
国
総
合
庁
舎
2
階
）

相
談
担
当
医
師
▼
産
婦
人
科
医
師　

新
谷

恵
司
先
生
（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
）

費　

用
▼
無
料

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29

－

1
5
2
3
）

母
子
家
庭
等
、パ
ソ
コ
ン
講

座（
入
門
編
）受
講
者
募
集

対
象
者
▼
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
で
50
歳

未
満
の
方
で
就
職
並
び
に
転
職
希
望
者

日　

時
▼
9
月
7
日
㈭
〜
11
月
2
日
㈫

毎
週
木
曜
日
19
時
〜
21
時
30
分

場　

所
▼
N
P
O
未
来
や
ま
ぐ
ち
（
㈱

A
I
企
画
内
）
岩
国
市
麻
里
布
町
7
丁
目

6
－

18
（
☎
23

－

0
0
8
4
）

内　

容
▼
パ
ソ
コ
ン
「
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
等
」（
入
門
編
）

定　

員
▼
15
名
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合

は
、
選
考
に
よ
る
）

受
講
料
▼
無
料
、
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代

（
1
，
5
0
0
円
程
度
）
は
、
自
己
負
担

申
込
み
▼
8
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
希
望
」、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
郵
便
番
号
を
明
記
の

上
、
山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
7
5
3

－

0
0
5
4　

山
口
市
富
田
原
町
4

－

58

（
☎
0
8
3

－

9
2
3

－

2
4
9
0
）

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　

介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
要
介
護
認
定

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
専
門
員
の

養
成
を
行
う
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
▼
10
月
22
日
㈰

会　

場
▼
山
口
市
（
山
口
大
学
、
山
口
県

立
大
学
）

対
象
者
▼
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で

5
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

受
験
案
内
▼
7
月
5
日
㈬
か
ら
保
健
福
祉

課
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
▼
7
月
24
日
㈪
〜
8
月
17
日
㈭

受
験
手
数
料
▼
7
，
0
0
0
円

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
1
4
）

岩
国
地
区
消
防
組
合
職
員
募
集

職　

種
▼
消
防
吏
員
（
消
防
士
）

採
用
人
数
▼
6
名
程
度

受
験
資
格
▼
昭
和
56
年
4
月
2
日
〜
平
成

元
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

採
用
後
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
構
成
市
町

内
（
岩
国
市
、
和
木
町
）
に
居
住
で
き
る

方
。身
体
強
健
で
運
動
能
力
に
優
れ
た
方
。

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
総
務
課
、
消
防
出

張
所
、
和
木
町
役
場
に
備
付
け
の
受
験
願

書
に
記
入
し
、
消
防
本
部
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
7
月
3
日
㈪
〜
7
月
31
日
㈪

（
必
着
）（
土
日
、
祝
日
を
除
く
8
時
30
分

〜
17
時
15
分
ま
で
）

第
1
次
試
験
▼
9
月
17
日
㈰
9
時
〜

場　

所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

試
験
科
目
▼
一
般
教
養
、
適
性
検
査
な
ど

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
☎
22

－

1
2
3
0
）

消
防
設
備
士
試
験

試
験
の
種
類
▼
甲
種
、
乙
種

日　

時
▼
9
月
3
日
㈰

場　

所
▼
周
南
市
、
山
口
市
な
ど

受
験
資
格
▼
乙
は
誰
で
も
受
験
で
き
ま
す

が
、
甲
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
▼
7
月
10
日
㈪
〜
7
月
21
日
㈮

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防

出
張
所
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
☎
22

－

1
3
2
0
）

下
水
道
排
水
工
事
責
任
技
術

者
更
新
講
習
の
お
知
ら
せ

日　

時
▼
9
月
8
日
㈮
13
時
〜
16
時

場　

所
▼
山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

対
象
者
▼
平
成
7
年
、
10
年
、
13
年
に
資

格
を
取
得
し
た
責
任
技
術
者

申
込
期
間
▼
7
月
3
日
㈪
〜
7
月
18
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
4
1
5
）

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
無
料

で
さ
し
あ
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）
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平
成
18
年
度
季
節
資
金
の

取
扱
い
に
つ
い
て

対
象
者
▼
夏
季
の
増
加
仕
入
資
金
を
必
要

と
す
る
方
。
夏
季
の
諸
決
済
資
金
（
支
払

手
形
、
買
掛
金
ま
た
は
未
払
金
の
決
済
資

金
）
を
必
要
と
す
る
方
。
夏
季
ボ
ー
ナ
ス

支
給
資
金
を
必
要
と
す
る
方
。

融
資
取
扱
期
間
▼
8
月
31
日
㈭
ま
で

取
扱
金
融
機
関
▼
山
口
銀
行
、広
島
銀
行
、

西
京
銀
行
、
も
み
じ
銀
行
、
岩
国
信
用
金

庫
、
山
口
信
用
金
庫
な
ど

融
資
限
度
額
▼

会
社
お
よ
び
個
人

8
0
0
万
円

組　

合

4
，
8
0
0
万
円

融
資
利
率
▼
1.6
%（

保
証
無
の
場
合
は
1.9
%
）

保
証
料
率
▼
年
0.40
%
〜
1.76
%
以
内

償
還
期
間
▼
5
ヶ
月
以
内

償
還
方
法
▼
原
則
と
し
て
一
括
償
還

保
証
人
お
よ
び
担
保
▼
取
扱
い
金
融
機

関
、
山
口
県
信
用
保
証
協
会
所
定
の
方
法

問
合
せ
▼
山
口
県
信
用
保
証
協
会

（
☎
0
8
3

－

9
2
1

－

3
0
9
0
）

山
口
県
・
市
町
村
離
職
者

緊
急
対
策
資
金
貸
付
制
度

対
象
者
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

⑴
県
内
に
1
年
以
上
居
住
す
る
方

⑵
離
職
時
の
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
務
し

て
い
た
方

⑶
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者
（
離

職
コ
ー
ド
11
、12
、31
お
よ
び
32
に
限
る
。）

で
離
職
後
1
年
以
内
の
方

⑷
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
て
お
り
、

か
つ
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
求
職

活
動
を
行
っ
て
い
る
方

泫
確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
等
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

資
金
使
途

大
学
教
育
資
金
▼
1
5
0
万
円
4
年
以
内

（
在
学
中
、
据
置
期
間
4
年
以
内
）

住
宅
資
金
償
還
金
▼
70
万
円
6
年
以
内

（
据
置
期
間
1
年
以
内
）

冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
、
災
害
資
金

1
0
0
万
円　

4
年
以
内

一
般
生
活
資
金
▼
70
万
円　

3
年
以
内

貸
付
利
率
▼
年
1.0
%
（
別
に
保
証
料
が
必

要
）

保
証
人
等
▼
連
帯
保
証
人
1
名
（
申
込
人

と
別
生
計
の
方
）
と
㈳
日
本
労
働
者
信
用

基
金
協
会
の
債
務
保
証
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

申
込
先
▼
山
口
県
労
働
政
策
課
労
働
福
祉

班
（
0
8
3

－

9
3
3

－

3
2
1
0
）

適
格
年
金
移
行
は
中
退
共

で
解
決
し
ま
せ
ん
か
?

　

適
格
年
金
制
度
か
ら
中
退
金
制
度
へ
、

適
格
年
金
資
産
の
全
額
を
移
換
で
き
ま

す
。

〈
移
行
の
メ
リ
ッ
ト
〉

☆
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す
。

☆
移
行
時
に
積
立
不
足
の
解
消
は
不
要
で
す
。

☆
中
退
共
で
は
、
移
行
時
の
事
務
手
数
料

は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

☆
加
入
後
、掛
金（
1
8
，0
0
0
円
以
下
）

を
増
額
し
た
場
合
、
増
額
分
の
1
/
3
を

1
年
間
助
成
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

乳
幼
児
・
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

更
新
手
続
き
の
お
し
ら
せ

　

こ
の
制
度
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
の

医
療
費
の
個
人
負
担
分
を
公
費
（
県
・
町
）

で
負
担
す
る
制
度
で
す
。
申
請
が
な
い
と

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

◎
乳
幼
児

対
象
者
▼
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童

所
得
要
件
▼
両
親
の
市
町
村
民
税
所
得
割

の
合
算
額
が
8
2
，
3
0
0
円
以
下

◎
母
子
家
庭

対
象
者
▼
児
童
が
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
（
高
等
学
校
等

に
在
学
す
る
児
童
は
、
20
歳
に
達
す
る
日

以
降
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
母
と

児
童

所
得
要
件
▼
市
町
村
民
税
所
得
割
非
課
税

世
帯

更
新
時
期
▼
毎
年
8
月
1
日

今
年
は
7
月
10
日
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

※
現
在
、
該
当
し
て
い
る
方
に
は
、
申
請

用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
が
、
手
続
き
を

さ
れ
て
な
い
方
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
1
0
）

ご
存
知
で
す
か
!
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
の
は
納
得
で

き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
検
察
審
査
会
事
務
局

（
☎
41

－

0
1
6
1
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
発
売

期
間
は
7
月
13
日
㈭
か
ら
8
月
1
日
㈫
ま

で
。
抽
選
日
は
8
月
11
日
㈮
。
支
払
開
始

は
8
月
16
日
㈬
か
ら
。
こ
の
宝
く
じ
は
通

信
販
売
で
買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
時

効
8
月
16
日
㈬
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
お

忘
れ
な
く
!

等　級 当選金及び本数

1　等 2億円×42本

前後賞各 5，000万円×84本

1等組違い 10万円×4，158本

2　等 1億円×126本

3　等 1，000万円×420本

4　等 10万円×4，200本

5　等 3，000円×4，200，000本

6　等 300円×42，000，000本

ハッピーサマー賞 1万円×420，000本
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　最近、町内に野良猫が増えて、人間が
かまれたり、引っかかれたりしています。
飼うことができない野良猫には、エサを
与えてはいけません。
　エサを与えると、更に別の猫も寄り集
まり、新たな子猫が生まれ、野良猫が増
加してきます。
　また、野良猫にエサを与えている方は、
飼い猫と同じで、その猫について責任を
持たなくてはいけません。
　つまり、猫が人間に危害を加えたら、
エサを与えている方の責任になりかねな
いのです。
　「かわいそう」とい
って、エサを与える
ことが、かえって猫
や周りの方をかわい
そうなことにしてい
ます。安易な気持ち
での野良猫の餌付け
はやめましょう!

問合せ ▼住民サービス課
 （☎52-2135内線205）

自衛官募集説明会を開催します。ふるってご参加ください。
日　時 ▼7月8日㈯13時～
場　所 ▼自衛隊山口地方連絡部岩国募集事務所

種目など
募集種目 資　　格 概　要 受付期間 試験期日

防衛医科大学校（男女）

高卒
（見込）
21歳未満

医師を目指す！ 9月 8日～ 9月29日 （1次）11月4、5日

防衛大学校（男女） 指揮官を目指す！

（推薦）
9月 5日～ 9月 7日 9月23、24日

（一般）
9月 8日～ 9月29日 （1次）11月11、12日

航空学生（男女） パイロットを目指す！ 8月 1日～ 9月 8日 （1次） 9月23日

看護学生（男女） 高卒（見込）
24歳未満 看護師を目指す！ 9月 8日～ 9月29日 （1次）10月15日

一般曹候補学生（男女） 24歳未満
中堅の曹を目指す！ 8月 1日～ 9月 8日 （1次） 9月16日

曹候補士（男女） 27歳未満

自衛隊生徒（男子） 中卒（見込）
17歳未満 高卒後1年で曹に！ 11月1日～19年1月9日 （1次）19年1月13日

予備自衛官補
一般 34歳未満

予備自衛官を目指す！ 7月18日～10月13日
10月21日～23日

※ いずれか1日を指定
されます技能 53歳未満

平成19年3月新規高校・中学校卒業予定者については、上記の表に関わらず、文部科学、厚生労働両省か
ら示された期日以降に実施します。
問合せ ▼岩国募集事務所（☎23－1580）

場　所 ▼和木町和木2丁目2－1山の手第1棟（1階）
構　造 ▼鉄筋コンクリート造3階建　募集戸数 ▼1戸（3DK）
家賃額 ▼24,900円～54,600円（所得により決定）
共益費 ▼約2,000円　駐車場 ▼各戸1台
申込資格
1.現に自ら居住するために住宅を必要とする方（住宅に困窮

している方）
2.現に同居し、または同居しようとする親族のある方
3.入居しようとする家族全員の収入の合計が収入基準の範

囲内にある方
例給与所得者1名で扶養家族が3名の場合、3,540,000円以
内であれば収入基準範囲内です。（小学校就学前の子ども
がいる世帯や、心身に障害のある方がいる世帯等は、収入
基準が緩和される場合があります。詳しくはお問い合わせ
ください。）

4.原則として、町内に居住する連帯保証人（2名）のある方
5.現在、公営住宅（県営、市町村営住宅）に居住していない方
6.地方税等の滞納がない方（入居者全員）
入居可能日（予定） ▼8月1日㈫
申込期間 ▼7月3日㈪～14日㈮ （期間厳守）
必要書類等 ▼申込書、所得証明書、住民票等
※申込書は役場3階都市建設課で配布しています。
入居者決定方法 ▼入居申込者が募集戸数を上回った場合、入
居資格を有する申込者の中から公開抽選により入居者を決
定する。
申込み・問合せ ▼都市建設課（☎52-2135内線412）

町民の皆さまへ
野良猫にエサを与えないでください 町営山の手団地第１棟入居者募集

自 衛 官 な ど 募 集 説 明 会
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○誕生月が来たとき
　毎年1回、誕生月の初旬に「年金受給権者現況届」（現
況届）を社会保険業務センターから受給者の皆様にお送
りしていますが、12月生まれの方から現況届の提出が原
則不要となります。
　ただし、次の場合は、届出が引き続き必要です。提出
が必要な届出は、社会保険業務センターから受給者の皆
さまへ送付されます。
① 加給年金額を受けられている場合（「生計維持確認届」）
② 障害の程度の確認のため「診断書」の提出が必要な場合
○住所や年金の支払機関を変えるとき

　住所や支払いを受ける金融機関、郵便局を変更する
ときは、「年金受給権者住所・支払機関変更届」を社
会保険事務所に提出してください。
○年金証書をなくしたときなど

　「年金証書」を汚したり、なくしたりしたときは、「年
金証書再交付申請書」を社会保険事務所に提出してく
ださい。
※ 年金証書は、年金を受ける権利のあることを証明す

るものです。
○氏名が変わったとき

　結婚や養子縁組などにより氏名が変わったときは、
「年金受給権者氏名変更届」（氏名変更届）を社会保険
事務所に提出してください。
問合せ ▼岩国社会保険事務所（☎24－2222）

「多段階の一部納付（免除）制度」が平成18年7
月からスタート
　保険料をより納めやすいしくみとするた
めに、現在の全額免除、半額納付に加え、平成
18年7月から4分の1納付と4分の3納付が追加
されます。

平成18年度における1ヶ月の一部納付額は次
のとおりです

一部納付額 免除される額
4分の1納付  3,470円 10,390円
半額納付  6,930円  6,930円
4分の3納付 10,400円  3,460円

※ これらの制度を申請する場合は、ご本人、
配偶者、世帯主の前年所得が、それぞれ一
定の基準額以下であることが条件です。

泫 一部納付制度は、一部納付額をお支払いさ
れなかった場合、一部免除が無効となるた
め、将来の年老齢基礎年金の額に反映され
ません。また、万が一の時の障害基礎年金
や遺族基礎年金を受給できない場合があ
ります。

問合せ ▼岩国社会保険事務所（☎24－2222）

年金を受けている皆さんへ
こんな時には、こんな手続きを!

国民年金
保険料の免除制度が変わります

〈社会に迷惑をかけないこと〉
　世の中には動物が嫌いな方、苦手な方も沢山います。そのような方にも理解が得ら
れるような飼い方を心掛けましょう。
〈犬の登録と狂犬病予防注射は必ず受けましょう〉
　法律に基づき、犬の飼い主は生後3 ヶ月を過ぎたら犬の登録をして、「犬の鑑札」の
交付を受けなければなりません。登録は役場で手続きできます。また、狂犬病の予防
注射を毎年1回受け、「狂犬病予防注射済票」を交付してもらわなければなりません。
〈終生愛情を持って飼育しましょう〉
　一旦飼ったら、家族の一員として最後まで面倒を見る覚悟で飼い続けてください。
どうしても飼い続けることができない場合は、保健所に引取りを依頼することも出来ますが、犬を捨てる
ことは法律で禁止されています。
〈犬の放し飼いは禁止されています〉
　条例等で、犬の放し飼いは禁止されています。屋外では丈夫な鎖などでつなぐか檻に入れて飼わなけれ
ばなりません。散歩のときもきちんと綱を付けてください。夜間、早朝などに犬を放すこともいけません。
くれぐれも周囲から嫌われるような飼い方はやめましょう。
〈衛生的に飼いましょう〉
　犬小屋の周囲はもちろん、散歩の途中などの糞の始末は飼い主が責任をもって行ってください。犬の糞
中の寄生虫の卵や病原菌が、公園の砂場など環境を汚染する場合があります。糞は、一般のごみとなりま
すので、自宅に持ち帰り処理してください。放置または埋めるなどの行為は、不法投棄として処罰される
場合があります。
〈鳴き声対策、逃走防止などきちんとしましょう〉
　むだ吠えを抑えるには日頃からのしつけが必要です。また、知らない間に犬が逃げ出してしまったなど
ということがないように、鎖や首輪の点検、犬小屋や檻などの施錠の確認も日頃から徹底することが必要
です。
〈繁殖の制限をしましょう〉
　生れた子犬を全部きちんと飼うことは一般の家庭では非常に困難です。犬は年に1～2回、3～6匹もの子
犬を十年近くの間産み続けます。繁殖を望まないのであれば、生れないようにする処置をすることを考え
てください。
問合せ ▼住民サービス課（☎52－2135内線205）

犬 を 飼 う と き の 基 本 的 な マ ナ ー
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和

木

短

歌

教

室

短

歌

教

室

和
木
俳
句
教
室

和
木
俳
句
教
室
句
会

（
6
月
17
日
句
会
）

今
日
も
ま
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
こ
こ
か
し
こ

次
々
生
ま
れ
る
青
虫
を
取
る

横
川
美
代
子

山
育
て
戦
後
の
郷
土
の
復
興
に

尽
せ
し
人
逝
く
若
竹
は
伸
ぶ

森
本　

初
子

人
よ
り
も
成
長
は
や
き
草
木
を

五
月
の
庭
に
佇
ち
て
眺
む
る

嘉
屋　

笑
子

水
田
に
淡
き
緑
の
影
映
し

吾
が
ふ
る
里
の
山
並
は
春

大
野　

千
尋

城
山
は
色
と
り
ど
り
の
新
緑
に

わ
き
た
つ
ご
と
く
い
の
ち
勢
ふ

藤
上　

紀
子

一
筋
の
谷
に
人
住
み
田
を
植
ゑ
る

陣
場　

直
雄

貯
木
場
に
丸
太
の
筏
さ
み
だ
る
る

浜
田
千
代
美

緑
陰
に
研
ぎ
師
ゆ
っ
く
り
背
を
の
ば
す

越
智　

幸
子

青
梅
の
匂
ひ
あ
ふ
る
る
厨
か
な

浦　
　

盈
子

胃
の
検
査
終
へ
て
す
す
り
し
心
太

小
川　

誉
子

教
科
書
展
示
会
の

お
知
ら
せ

　

本
年
度
、
和
木
小
学
校
・
和
木
中
学

校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

日　

時
▼
7
月
10
日
㈪
〜
7
月
21
日
㈮

8
時
30
分
〜
17
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

場　

所
▼
文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

不
法
滞
在
・
不
法
就
労

防
止
に
ご
協
力
を

　

日
本
国
内
に
不
法
滞
在
し
て
い
る
外

国
人
は
22
万
人
を
超
え
て
い
る
と
み
ら

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
法
就
労
者
に
よ
る
凶
悪

犯
罪
や
不
法
就
労
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
は

外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、
パ
ス
ポ
ー

ト
や
外
国
人
登
録
証
明
書
で
在
留
資

格
・
在
留
期
間
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。（
不
法
就
労
者
や
就
労
で
き
な

い
外
国
人
を
雇
用
す
る
と
、
不
法
就
労

助
長
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。）

●
近
所
の
ア
パ
ー
ト
等
に
見
知
ら
ぬ
外

国
人
が
出
入
り
し
て
い
る
。

●
近
所
の
会
社
（
工
場
・
現
場
等
）
に

外
国
人
が
人
目
を
避
け
る
よ
う
に
働
い

て
い
る
。
な
ど
、
不
審
な
外
国
人
、
不

法
滞
在
、
不
法
就
労
外
国
人
に
関
す
る

情
報
は
岩
国
警
察
署
へ
の
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
警
察
署

（
☎
24

－

0
1
1
0
）

仮
設
店
舗
で
購
入
し
た

羽
毛
布
団
を
解
約
し
た
い

【
相　

談
】

4
日
前
、「
1
0
0
円
均
一
の

店
を
出
店
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
説
明
会
に
来
て
欲
し
い
」
と

買
い
物
帰
り
に
誘
わ
れ
、
仮
設
店

舗
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
用
品

や
食
料
品
な
ど
を
激
安
価
格
で
購

入
す
る
う
ち
に
、
高
額
な
羽
毛
布

団
を
勧
め
ら
れ
、
購
入
し
て
し
ま

っ
た
。
会
場
の
雰
囲
気
に
酔
っ
て

し
ま
い
、
勢
い
で
購
入
し
た
が
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
高
額
だ
し
、

必
要
と
も
思
え
な
い
の
で
解
約
し

た
い
。

【
処　

理
】

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
内

で
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
通
知
を
出
す
よ
う
助
言

し
、
通
知
書
の
書
き
方
・
送
付
方

法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

安
売
り
や
説
明
会
を
名
目
に
人

を
集
め
、
日
用
品
や
食
料
品
等
を

無
料
か
無
料
同
然
で
配
る
な
ど
し

て
閉
め
切
っ
た
会
場
を
熱
狂
的
な

雰
囲
気
に
盛
り
上
げ
、「
も
ら
わ

ね
ば
損
、
買
わ
ね
ば
損
」
と
い
う

よ
う
な
一
種
の
催
眠
状
態
を
つ

く
り
だ
し
て
冷
静
な
判
断
を
失
わ

せ
、
最
終
的
に
は
高
額
な
商
品

の
購
入
を
勧
め
る
商
法
を
催
眠

（
S
F
）
商
法
と
い
い
ま
す
。
こ

の
商
法
は
主
に
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
お
り
、
布
団
の
他
に

は
健
康
食
品
、
温
熱
治
療
器
、
磁

気
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
、
高
齢
者
の

関
心
の
高
い
商
品
が
取
り
扱
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

複
数
の
販
売
員
に
取
り
囲
ま

れ
、
消
費
者
が
契
約
を
結
ぶ
ま
で

帰
ら
せ
な
い
な
ど
、
強
引
な
販
売

を
す
る
事
業
者
も
あ
り
ま
す
が
、

契
約
す
る
つ
も
り
が
な
い
場
合
は

き
っ
ぱ
り
と
断
り
、「
帰
り
ま
す
。」

と
退
去
の
意
思
を
は
っ
き
り
表
示

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
定
商

取
引
法
で
は
、
催
眠
商
法
も
訪
問

販
売
と
同
様
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
適
用
で
き
る
と
定
め
て
い

ま
す
。
期
間
は
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
8
日
以
内
で
す
の

で
、「
し
ま
っ
た
!
」
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
タ
ダ
ほ

ど
高
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無

料
、
激
安
な
ど
の
甘
い
言
葉
に
惑

わ
さ
れ
ず
、
声
を
か
け
ら
れ
て
も

簡
単
に
つ
い
て
行
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

消費者生活相談
だよりVol.21
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家電リサイクル(町では、収集できません)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

和
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
、
和
太
鼓

を
購
入
し
ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化
、

伝
統
芸
能
の
継
承
に
お
役
立
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
（
☎
53

－

3
1
2
3
）

エアコン・テレビ・冷蔵庫および冷凍庫・洗濯機が対象です。
では、どのようにしたらいいのでしょうか?
販売店に引き取ってもらう方法
1.買ったお店に引き取ってもらいましょう。  
2.買い換えるお店に引き取ってもらいましょう。
　引き取ってもらうお店によって料金や手続きが違いますので
　お店にお尋ねください。
自分で運ぶ方法
メーカー指定取引場所へ直接持ち込むことができます。
1.メーカーによりリサイクル料金が異なる場合がありますので、
　必ずメーカー名を確認してください。
2.郵便局に行き、家電リサイクル券を購入してください。
3.指定の場所(下記記載)へ自分で持っていきます。
メーカー指定取引場所
メーカーによって持っていく場所が違いますので、家電リサイクル券を購入さ
れる際に郵便局でご確認ください。また、年末年始の休日や、搬入できる時間
帯等は、直接お問合せください。なお、近くの指定取引場所は下記のとおりです。
1.岡山県貨物運送(株)大竹営業所(大竹市小方1-4-18)(TEL52-4801)
2.日本通運(株)岩国支店(岩国市新港町3-13-16)(TEL24-2250)
 ※必ず家電のメーカーを確認してください。

 デスクトップ本体・ディスプレイ(ブラウン管または液晶式)・ノートブックパ
ソコンが対象となり、
1. パソコンが家庭で不要になったら、メーカー等に自分で回収を申し込みます
と、メーカーから、伝票(エコゆうパック)を郵送してきます。その際、PC
リサイクルマークのない製品は回収・リサイクル料金が自己負担となります。

2.パソコンを簡易包装し、伝票を貼り付けます。
3.最寄の郵便局に持ち込むか、郵便局に戸口回収の依頼を連絡してください。

※パソコンは、販売店では、引き取ってもらえませんのでご注意ください。
問合せ ▼住民サービス課(TEL52-2135内線205)

パソコンリサイクル(町では、収集できません)

ごみごみ
便り便り便り便り便り便り便り
その 87
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド  
平成18年6月1日現在 

総人口    6,645人 
　　     （＋6） 
世帯数　 2,659世帯 
　　　  （＋14） 
和木町の面積　10.56

（＋1） （9 （9 90  －  94  （90  －  94 37 （37 ＋5）
 3,303人　男 女　3,342人 

 （ （

9

 （ （

固定資産税 ...................................... 2期分
国民健康保険料 .............................. 1期分
介護保険料 ...................................... 1期分
住宅使用料 ...................................... 7月分
上下水道使用料 ................ 2期（5・6月）分
※納期内に納めましょう！

問合せ ▼税務課（☎52－2135内線203）

今月の納税
　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

藤
岡
サ
ナ
エ
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

正
岡　

一
明
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

村
本　

俊
則
さ
ん
（
和
木
地
区
）

山
本　

昌
弘
さ
ん
（
和
木
地
区
）

松
本　
　

勇
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

匿
名
様

（
和
木
地
区
）

新
日
本
石
油
精
製
㈱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様

匿
名
様

（
和
木
地
区
）

う
さ
ぎ
や
様

寄
付
・
寄
贈

申込期間 ▼7月3日㈪～8月11日㈮
試験職種 ▼技術職（建築）1名程度
　　　　　社会福祉士　1名程度
受験資格
技術職（建築） ▼昭和46年4月2日以降に生まれた方で、

1級建築士又は2級建築士資格を取得し
ている方で町内に居住している方また
は居住予定の方

社会福祉士 ▼昭和46年4月2日以降に生まれた方で、社
会福祉士資格を取得している方、普通自
動車免許を取得している方、町内に居住
している方または居住予定の方

受験手続 ▼履歴書1通を企画総務課庶務係へ提出して
ください（郵送可）。

受付期間 ▼7月3日㈪～8月11日㈮
第1次試験日 ▼9月17日㈰
採用予定日 ▼平成19年4月1日
問合せ ▼企画総務課（☎52－2135内線306）
※ 募集要項を、企画総務課（役場2階）で用意していま

す。また、募集要項は、町ホームページにも掲載して
います。（http://www.town-waki.jp/）

町職員を募集します
　この制度は、和木町内において良質な住宅の建設の

促進を図るため、町内に住宅を新築した方、または町内

に建設された新築住宅を購入した方で、その資金を金

融機関等から借り入れた方に対して、その借入額に対

する利子の一部または全部について、町が補助する制

度です。

対象となる新築住宅の基準 ▼

人の居住用床面積が60㎡以上あること。

補助額・補助期間 ▼

新築住宅の建設または購入に要した費用に対する償還

金のうち、利子に相当する額（年額上限60,000円）を居

住を開始した月から60ヶ月間補助します。

申請方法 ▼

居住開始から2ヶ月以内に、必要書類を添えて役場都市

建設課に申請して下さい。

問合せ ▼都市建設課（☎52－2135内線413）

和木町住宅建設資金利子補給制度
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